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原子力規制庁放射線安全規制研究戦略的推進事業  

放射線情報一元管理のためのアイソトープ総合センター連携ネットワークの構築　共同研究機関の現状

放射線管理室　室長　佐波俊哉

高エネルギー加速器研究機構の
ユーザーの受け入れ
大学共同利用機関法人
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• 高エネルギー加速器研究機構（KEK）は、最先端の大型粒子加速器
を用いて、宇宙の起源、物質や生命の根源を探求しています。 

• 大学の研究者の為の共同利用施設として、（1）個々の大学では維
持が難しい大きな設備、（2）大学間で共有することによって有効
に使われ得る情報など（3）ある分野の研究についてネットワーク
の中心ノードとしての役割となる組織、の集約場所として設置され
ているのが大学共同利用機関です。 

• そしてその機関におかれた設備、情報の開発、維持、収集・整理な
どの作業は、その分野の研究者 や専門技術者によっておこなわれて
います。 また、大学との人事交流も盛んで、大学院生の教育にも積
極的に協力しています。

大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構
はじめに
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• J-PARC 
• Neutrino, Hadron, MLF

2つの事業所
KEKのプロジェクト
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• SuperKEKB 
• Photon Factory 
• Atlas/LHC, ILC (International 
linear collider) 

• 加速器応用研究　cERL

KEK の施設
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加速器
KEKつくばキャンパス
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周辺監視区域

一般管理区域または立入制限管理区域

加速器施設において、運転時は立ち入りが禁止
されている区域で、停止時は放射線レベルに応じて
立入制限管理区域または一般管理区域
として管理されている。
非密封放射線同位元素使用施設において、
立入制限管理区域として管理されている区域。
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• 世界最高強度の衝突型加速器 
• 7GeV e- / 4 GeV e+ 
• 国際コラボレーション 
• 700 users, 23 countries

SuperKEKB / Belle II
KEKのプロジェクト
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©KEK／Shota Takahashi

©KEK
©KEK
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• PF 2.5 GeV 、PF-AR 6.5 GeV、
SPF e+ 

• 40＋5 experimental stations 
• 3,000 users/year

Photon Factory
KEKのプロジェクト

6

©IMSS©IMSS
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KEKつくばの利用者の推移
利用者の統計
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KEKつくば所属従事者の被ばくの状況
利用者の統計
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区分 被ばく線量 原因

職員等

0.5mSv：1名
0.4mSv：1名 

0.2mSv：1名
0.1mSv：3名

他機関での被ばく 

所内での被ばく 
(電子陽電子入射器棟、光源棟)

共同利用者 なし

業者
0.3mSv ：1名 

0.2mSv ：2名 

0.1mSv ：1名

電子陽電子入射器棟での被ばく 
EP1下流部での作業による被ばく

女性 なし

• 入域場所の限定 
• 空間管理

• 非密封ユーザーが少ない 
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• 記録の保管 
• 外来者放射線作業個人管理登録票(様式10号) 
• KEKでの教育の記録 
• KEKで貸与した線量計の測定結果 
• 測定結果の通知 
• 測定結果は共同利用者支援システム(KRS)より各人が参照可能
（ここでは被ばくの有無を通知し、値が出た場合は別途通知）

記録の保管と通知
外部ユーザーの管理

9
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• 共同利用者支援システム(KRS)より登録 
• https://www2.kek.jp/uskek/ 
• ユーザー登録　→　宿泊予約・変更・キャン
セル、旅費申請及び各種申請 

• 外来業者は別システム 
• 宛先：機関の長 
• 発信者：所属機関の長と主任者の連名 
• 健康診断と教育訓練の実施の証明、結果の
記載内容の証明、放射線業務従事の承諾 

• 押印後に郵送、記載内容の確認、システムに事
前登録

外来者放射線作業個人管理登録票(様式10)
外部からの従事者の受入について
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ᵝ式➨㸯㸮号                                 㧗エネルギー加㏿器◊✲ᶵᵓ 
 

No㸬           

外᮶ᨺ射⥺作ᴗ⪅個人⟶⌮Ⓩ㘓⚊ 
年   ᭶   ᪥ 

Ỵ
⿢
ḍ 

ᶵᵓ㛗 ᨺ射⥺取ᢅ主任⪅ ᨺ射⥺⟶⌮室㛗 

□᪂つⓏ㘓  □再Ⓩ㘓㸦᭱⤊Ⓩ㘓   年度㸧     

Ⓩ㘓⪅ 

フリガナ 

Ặ 名  
性

別 
⏨・女 

⏕年᭶᪥ 

年  ᭶  ᪥ 
⫋名 

 

㐃⤡先 

〒 

 
TEL: 

FAX: 

㟁子メール㸦必㡲。問い合わせ・個人情報の㏦付に利⏝することがあります。㸧 

 

ᡤ属ᶵ㛵 

名 ⛠  
代⾲⪅名  

ᡤ在地 
〒        TEL  

 

主な作ᴗ内容 

1.加㏿器利⏝ 2.工事・保守作ᴗ 
3.その他 
㸦             㸧 

利⏝᪋タ名 

1.PS  2.ERL㛤ⓎᲷ・北カウンターホール 
3.中性子・ミュオン  4.PF㸦Linac・光※Ჷ㸧 
5.PF-AR  6.KEKB  7.その他㸦           㸧 

作ᴗᮇ㛫 

平ᡂ  年  ᭶  ᪥ 

㹼 

平ᡂ  年  ᭶  ᪥ 
ᶵᵓ内受入区分 

1.共同利⏝◊✲員 2.共同◊✲◊✲員 3.᪋タ利⏝  
4.受ク◊✲員 5.᮶ゼ◊✲員 6.協力◊✲員 7.外᮶ᴗ⪅  
8.その他㸦         㸧 

ᡤ属実㦂グループ 

㸦共同利⏝実㦂⪅のみグ入㸧 

実㦂グループ名 
 

 
  

同㈐任⪅ 
 

 
  

 

ᴗ務従事⪅ㄆ定ド᫂᭩兼ᨺ射⥺作ᴗ従事ᢎㅙ᭩ 

Ặ  名 
 

 
ᡤ  属  

健康デ᩿について㸦┤㏆の⤖ᯝをグ入㸧 
□ ␗常なし 

□ ␗常あり㸦␗常ありの場合は、健康デ᩿の写しをῧ付して下さい。㸧 

⿕ばく⥺㔞について㸦前年度の⤖ᯝをグ入㸧 
□ 1mSv ᮍ‶です 

□ 1mSv 以上㸦  mSv㸧です。㸦1mSv 以上の場合は、健康デ᩿の写しをῧ付して下さい。㸧 

ᴗ務従事⪅ド᫂、およびᨺ射⥺作ᴗ従事ᢎㅙ 
 

㧗エネルギー加㏿器◊✲ᶵᵓ㛗 Ẋ 

 

1. 上グの⪅は、当ᶵ㛵において⌧在ᨺ射⥺ᴗ務従事⪅としてⓏ㘓され、ἲ令に定められる必せな健康デ᩿、ᩍ⫱カ⦎を実

᪋していること、また健康デ᩿並びに⿕ばく⥺㔞の⤖ᯝについて┦㐪ないことをド᫂します。 

2. 㧗エネルギー加㏿器◊✲ᶵᵓにおいて、⮬    年  ᭶  ᪥ ⮳    年  ᭶  ᪥のᮇ㛫、ᨺ射⥺作ᴗに

従事することをᢎㅙします。 

 

         年  ᭶  ᪥ 

ᡤ属ᶵ㛵代⾲⪅㸦㈐任⪅㸧 

⫋名㸸  

Ặ名㸸                   印 

 

ᨺ射⥺取ᢅ主任⪅㸦ᶵ㛵名、ᡤ在地は⏦ㄳ⪅と␗なる場合のみグ入㸧 

ᶵ㛵名㸸 

ᡤ在地㸸〒     TEL/FAX 

 

⫋名㸸 

Ặ名㸸                   印 

(Rev.201029) 
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来所から実験開始までの手続き
外部からの従事者の受入について

11

ＫＲＳ
System

Form10

Your 
dosimeter

① ②

③

④来所前 来所時受付

教育訓練

線量計とカード
の貸し出し

実験開始

©KEK
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• 長期滞在： 
• 加速器や検出器、ビームラインを建設・利用　1週間以上、年
単位の滞在 

• 短期滞在： 
• 試料照射　1日以下の滞在も、X線装置の代わり 
• 検出器シフト　コントロール室に滞在し、検出器に異常があっ
た場合に必要に応じビームラインに立ち入る。異常はほぼ無い
ので管理区域立ち入り実績が無い

利用方法
外部からの従事者の受入について
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• 所属施設とKEKの施設が大幅に異なる場合 
• 大学・病院・企業に多いX線施設のみユーザーが放射光を利用す
る。X線用線量計常用しているが、KEKではXγまたは中性子タ
イプを要求する。 

• ユーザー・所属の主任者の理解 
• 所属施設に放射線管理区域を持たないユーザ 
• 放射線業務従事者毎の管理がどのようになされるべきか 
• 放射光利用のユーザ：X線から放射光へ 
• 海外機関からのユーザ

利用者
外部からの従事者の受入について
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• 海外機関からのユーザ 
• 法律の違いに起因する考え方の違い。健康診断の証明は主任者
はしない、等。 

• 印鑑の必要性が郵送の必要性を生む。これにより、手続きに時間
がかかる　（現状は2営業日前必着をお願いしている） 

• 来所者の本人確認を持参線量計の記名欄で確認している

証明
外部からの従事者の受入について
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• クロスアポイントメント 
• 基本的に割合の大きい機関が個人管理を行う。割合が変わったと
きの扱い 

• 人事異動 
• 大学との間での移動。学生でKEKユーザー、KEK職員、大学へ転
出、その後KEKに転入 

• 同一人物の複数の記録をどう扱うか 
• 同一機関、2事業所 
• 事業所間の行き来

人事異動に係わるもの
外部からの従事者の受入について
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• KEKでの対応 
• SuperKEKB：感染症対策を行って運転を継続。シフトは当時KEKにい
た方でまわす 

• PF：前期のマシンタイムは中止（6月に2週間だけ限定的に運転） 
• 後期はSuperKEKB、PFとも運転　海外ユーザーの来所は極めて少ない 
• 所属機関の閉鎖 
• 書類が作成できない、年度を超えた従事者認定が出来ない 
• 帰国できない 
• 感染した場合の対応、感染の「恐れ」がある場合の対応

Covid19対応
外部からの従事者の受入について
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• KEKの紹介 
• 施設、プロジェクト、利用者の数、被ばくの状況 
• 放射線業務従事の多様なあり方にたいする対応 
• データベースによる登録情報の共有 
• 放射線業務従事者が他施設で作業する際に必要となる内容のどこまで
がカバーできるのか。従事許可 

• 多くの大学や研究所が乗れる仕組みに 
• 本日参加していない大学、研究所 
• 電子署名（印鑑の廃止、記載内容の担保）、Eduroam

利用者・受入者に利する管理方式に向けて
まとめ

17
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⼩中規模⼤学の現状
⿃取⼤学の事例

⿃取⼤学研究推進
北実

⿃取⼤学における個⼈管理の現状
•被ばく管理

• 外部被ばく管理−全学共通
• 内部被ばく管理−各施設で実施

•健康診断
• 各キャンパスで実施

•教育訓練
• 新規教育：各施設で主任者が実施
• 再 教 育 ：共通で実施（2020年度〜）
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共通化ができた事情とできていない事情
p予算的な事情

• 外部被ばく管理（共通） →アイソトープ総合センターの設置に伴う措置
• 健康診断（別） →「お財布」が⿃取と⽶⼦で異なる

p過去からの慣例
• 内部被ばく（別） →算出⽅法、記録⽅法が異なる
• 健康診断（別） →⼈的資源の配分の問題（誰が動くか？）

p事業所の実情
• 新規教育（別）

ü医学部とそれ以外の学部の気質（？）の違い
ü利⽤状況の違い

• 再教育（共通）
ü負担を軽減したかった 「できていない」だけで

「できない」ではない

連携ネットワークへの期待

p安定的な安全管理
Ø学内事情に左右されにくい安定的な個⼈管理
Ø法令等の改正時、主任者1⼈で監督するより⾒落としの危険が減る

p学外施設利⽤時のスムーズ化
Ø個⼈管理情報の提供ついての全国共通化
Ø学外へ情報を提供する際の「原議書」からの解放
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ଣೝ଍ৰୡ઱ਝشଣೝ଍੕়७থॱ؞

ଣೝ଍঵ਜజহ঻ু໩मઐહखथःऩः
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㻡

Tokyo Techଣೝ଍਍৸ଵ৶৬਑

৸৾ઇ୘ธಫقৗૠ঻؞ಲਢۍ؞଍ك
ऋৰ઱شଣೝ଍੕়७থॱ؞
كॽথॢشছ۔ق൥ଝ؞
كপળ৛ٔघङऊऐ઎؜ৌએقৰಆ؞

হ঵ਚશઇ୘ธಫ
كड़থছॖথ؜ৌએقଣೝ଍௽૩੒ଆૠங؞
كৌએق଻શৰಆ؞

௏೨൧૵
كઇ૙৩ق੕ਜ৖যহୖௌਜ஼؞
كে৾قش௏ଵ৶७থॱ৳؞

㻢

Tokyo Tech৸৾ଣೝ଍ਹ৷঻ଵ৶३५ॸ঒

૜ેຮส஖ऺऊَઇ୘ธಫ؞ଣೝ଍঵ਜజহ঻ଵ৶३५ॸ঒
঩মଣೝ଍਍৸ଵ৶৾ভ๟ 58-54ك2005ق4
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㻣

Tokyo Tech৸৾ଣೝ଍ਹ৷঻ଵ৶३५ॸ঒

૜ેຮส஖ऺऊَઇ୘ธಫ؞ଣೝ଍঵ਜజহ঻ଵ৶३५ॸ঒
঩মଣೝ଍਍৸ଵ৶৾ভ๟ 58-54ك2005ق4

ਗ৖धᄭ૵औोञஆঽॿॵॺডشॡद
३থॡছॖ॔থॺ३५ॸ঒धखथઈ৷

㻤

Tokyo Tech৸৾ଣೝ଍ਹ৷঻ଵ৶३५ॸ঒

૜ેຮส஖ऺऊَઇ୘ธಫ؞ଣೝ଍঵ਜజহ঻ଵ৶३५ॸ঒
঩মଣೝ଍਍৸ଵ৶৾ভ๟ 58-54ك2005ق4
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㻥

Tokyo Tech۔ছشॽথॢ३५ॸ঒

㻝㻜

Tokyo Tech۔ছشॽথॢ३५ॸ঒

৿઺ၡ༮भ੐ંृ౞ၡ༮঻षभಈയऋල౐؝ڭ
৿઺टऐदऩऎؚୖ਻ृॸ५ॺु঳คपਭऐ؝ڮ

औचैोॊ
৿઺॑ৄचॊৌ଴॑಍ऊऎ੐੡दऌॊ؝گ
ၡ༮၎ഄभऩःযपၡ༮औचॊऒधऋदऌॊ؝ڰ
লऔऩः॑شၡ༮૑೼भ৿઺मؚଫଛॉभং؝ڱ

ेअपखथؚ૑ङၡ༮औचॊऒधऋदऌॊ
ਚृৎ৑॑ਖॎङၡ༮औचॊऒधऋदऌॊৃ؝ڲ
ૐ়ଢ଼ఊ॑ਭऐैोऩऊढञযपৌखथ੐੡؝ڳ

खथ৿઺॑ଛॊऒधऋदऌॊ
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㻝㻝

Tokyo Tech৴௚ॿॵॺডشॡহ঵पणःथ

╟ ൓ঁথ॥पৌૢ

╟ ଣೝ଍঵ਜజহ঻भহਜুਢऌऋೄ੖

╟ ଣೝ଍਍৸ଵ৶५ॱॵইभহਜ଀૿ऋೄ੖

╟ ଻যੲਾଵ৶पঢ়खथभঝشঝତ૟

╟ ଣೝ଍਍৸ૠ਑ଢ଼஢ਅറ৓௓ਤহ঵ાহ঵भ
ીവ৏मनअऩॊء

㻝㻞

ओ஬ലँॉऋधअओकःऽखञ
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(2020/11/29) 

「学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート」 
(中間集計結果) 

1. 回答数
55 機関，68 事業所(のべ) 

三重⼤学，京都⼤学，佐賀⼤学，信州⼤学，千葉⼤学，⼤同⼤学，⼤阪⼤学(2)，
奥⽻⼤学，岐⾩⼤学，岡⼭⼤学(4)，島根⼤学，広島⼤学，弘前⼤学，徳島⼤
学，愛媛⼤学， 新潟⼤学(3)，⽇本⼤学，杏林⼤学，東京⼤学(2)，東北⼤学
(2)，東邦⼤学，法政⼤学，熊本⼤学，神⼾⼤学，秋⽥⼤学，群⾺⼤学，⿃取
⼤学，北海道⼤学(3)，名古屋⼤学(2)，宇都宮⼤学，順天堂⼤学，⿅児島⼤学，
⼤阪府⽴⼤学，⼤阪教育⼤学，⼥⼦栄養⼤学，岩⼿医科⼤学，東京⼯業⼤学，
東京海洋⼤学，東京都⽴⼤学，浜松医科⼤学，理化学研究所，産業医科⼤学，
⽯巻専修⼤学，酪農学園⼤学，お茶の⽔⼥⼦⼤学，京都⼯芸繊維⼤学，京都府
⽴医科⼤学，国⽴遺伝学研究所，東京医科⻭科⼤学，東北医科薬科⼤学，⻑岡
技術科学⼤学，⾃然科学研究機構岡崎，沖縄科学技術⼤学院⼤学，奈良先端科
学技術⼤学院⼤学，⾼エネルギー加速器研究機構 (順不同) 

うち，岡⼭⼤学と新潟⼤学は，RI 業務従事者(RI 規制法)と X 線業務従事者(電
離則)を分けて回答した。 

資料 2.2.5
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2. 従事者の属性 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者 39+3=42 [施設] 
X 線業務従事者(電離則のみ)  2 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ) 
     20+2 = 22 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ), その他
(医療従事者)    2 
 
3. 従事者の⾝分 
職員   12 [施設] 
職員, 学⽣  43 
職員, 学⽣, その他 13 

その他の内訳(ママ): 学外者，業務委託，派遣職員，共同研究員，共同研究者，
客員研究員，業務委託者，共同利⽤研究者，学振特別研究員 PD等，研究員・
派遣職員，研究⽣・受託研究員，他⼤学所属者・研究員，利⽤ユーザー・業者
など 
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4. 従事者の概数 
[ 属性別 ] 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者    
   3,989 [⼈] 
X 線業務従事者(電離則のみ)     
   100 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ)  

4,109 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ), その他
(医療従事者等)  1,254 
 
[ ⾝分別 ] 
職員のみ  1,517 
学⽣のみ  0 
職員, 学⽣  5,179 
職員, 学⽣, その他 2,756 

その他内訳: 学外者, 業務委託, 派遣職員, 共同研究員, 共同研究者, 客員研
究員, 業務委託者, 共同利⽤研究者, 学振特別研究員 PD 等, 研究員・派遣職
員, 研究⽣・受託研究員, 他⼤学所属者・研究員, 利⽤ユーザー・業者など 
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5. 従事者数・事業所数 
従事者数は，不明 1，無回答 2があった。 
事業所数は，無回答 2があった。(うち 1 機関は事業所がなくて従事者が 1 名い
る。) 
 
従事者数   9,452 [⼈] 
事業所数   243 
機関あたり平均従事者数  139 [⼈/機関] 
機関あたり平均事業所数  3.57 
事業所あたり平均従事者数 38.9 [⼈/事業所] 
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6. 教育訓練 
6.1. 管理部署(新規) 
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  52 
アイソトープ総合センター 22 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 13 
その他    5 

その他内訳: 技術部, 研究推進機構 共⽤設備基盤センター放射性同位元素部
⾨, 環境安全保健機構, 放射線安全委員会, ⼤学院放射線管理室, ⽇本アイソ
トープ協会 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    31 
センターのみ    9 
事業場のみ(安衛法)   2 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  7 
RI 事業所＋センター   10 
センター＋事業場(安衛法) 1 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法) 2 
その他の部署が単独で管理  3 
それ以外の組み合わせ   2 
 
6.2 ⽅法(新規) 
(重複あり) 
従事者管理システム   22 
紙ベース    50 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 44 
その他     1 

その他内訳: 受講者本⼈ 
 
(パターン別集計) 
システムのみ    7 

A-112



紙ベースのみ    9 
Excelのみ    9 
システム＋紙    7 
システム＋Excel    1 
紙＋Excel    27 
システム＋紙＋Excel   7 
その他     1 

その他内訳: 受講者本⼈ 
 
6.3 管理部署(再教育) 
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)   55 
アイソトープ総合センター  19 
各事業場(労働安全衛⽣法上)  13 
その他     6 

その他内訳: 技術部, 放射線管理室, ⽇本アイソトープ協会, 初回以外はそれ
ぞれの施設の判断により異なる 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    35 
センターのみ    6 
事業場のみ(安衛法)   1 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  6 
RI 事業所＋センター   10 
センター＋事業場(安衛法)   1 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法) 2 
その他の部署が単独で管理  3 
それ以外の組み合わせ   4 
 
6.4 ⽅法(再教育) 
(重複あり) 
従事者管理システム   20 
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紙ベース    48 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 45 
その他     3 

その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設
の判断により異なる 

 
(パターン別集計) 
システムのみ    6 
紙ベースのみ    8 
Excelのみ    10 
システム＋紙    6 
システム＋Excel    1 
紙＋Excel    27 
システム＋紙＋Excel   7 
その他     3 

その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設
の判断により異なる 
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7. 被ばく管理 
7.1 管理部署(外部被ばく)  
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  55 
アイソトープ総合センター 18 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 15 
その他    11 

その他内訳: RI 管理室、事務(経営管理課)、安全衛⽣管理室にて管理, 環境安
全保健機構, 陽東地区は別事業場として学部事務で測定依頼等を管理, 保健
管理センター, 従事者本⼈, 放射線管理室, 従事者の所属部局（個⼈データの
ファイルサーバーは技術部管理） 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    32 
センターのみ    7 
事業場のみ(安衛法)   3 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  7 
RI 事業所＋センター   8 
センター＋事業場(安衛法)   0 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法) 1 
その他の部署が単独で管理  3 
それ以外の組み合わせ   7 
 
7.2 ⽅法(外部被ばく) 
(重複あり) 
従事者管理システム        27 
紙ベース           55 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア       20 
その他      8 

その他内訳: ⻑瀬ランダウアの easy システム, 個⼈被ばく測定サービスの業
者が提供するソフトウェア, 測定業者の web システム, ⻑瀬ランダウアの外
部被ばく線量管理ソフト,  
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⻑瀬ランダウア社製ソフト及び当施設中央監視装置, 従事者本⼈, 個⼈被ば
く線量計業者（⻑瀬ランダウア）のデータベース 

 
(パターン別集計) 
システムのみ      7 
紙ベースのみ      22 
Excelのみ      4 
システム＋紙      15 
システム＋Excel 1 
紙＋Excel   0 
システム＋紙＋Excel  3 
その他のみ   1 
紙＋Excel＋その他  11 
紙＋その他   2 
システム＋紙＋Exel＋その他      1 
 
7.3 管理部署(内部被ばく)  
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  59 
アイソトープ総合センター 14 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 7 
該当なし   2 
その他    8 

その他内訳: 技術部, 環境安全保健機構, 保健管理センター, 放射線安全委員
会, 従事者本⼈, 放射線管理室 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ   41 
センターのみ   5 
事業場のみ(安衛法)  0 
RI 事業所＋事業場(安衛法) 6 
RI 事業所＋センター  7 
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センター＋事業場(安衛法)  0 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法)  
その他の部署が単独で管理 2 
それ以外の組み合わせ  5 
 
7.4 ⽅法(内部被ばく) 
(重複あり) 
従事者管理システム  23 
紙ベース   52 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 27 
その他    2 
その他内訳: 対象が加速器による空気の放射化のみなので、通常業務では計算評
価として測定限界以下としている, 従事者本⼈ 
 
(パターン別集計) 
システムのみ   5 
紙ベースのみ   22 
Excelのみ   7 
システム＋紙   11 
システム＋Excel   1 
紙＋Excel   12 
システム＋紙＋Excel  6 
その他のみ   1 
該当なし   2 
紙＋Excel＋その他  1 
紙＋その他   0 
システム＋紙＋Exel＋その他 0 
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8. 健康診断 
8.1 管理部署 
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  41 
アイソトープ総合センター 11 
学内保健管理センター  35 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 14 
その他 15 

その他内訳: 事務(職員チーム)、安全衛⽣管理室でも保管, ⼤学本部 労務福
利課, 職員は⼈事労務チーム（課），学⽣は学務チーム（課）, 保健管理センタ
ーが保管、事業所に配布された複製も保管, 従事者本⼈, 担当事務部⾨, 環境
安全本部, ⼤学の各部局総務課, 放射線管理室, 環境安全保健機構, ⼈事課労
務室, 学内の事務センター（総務課）, 安全衛⽣部保健衛⽣管理課⿅⽥安全衛
⽣グループ, 労務課（個⼈データのファイルサーバーは技術部管理） 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    10 
センターのみ    1 
保健管理センターのみ   1 
事業場のみ(安衛法)   0 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  7 
RI 事業所＋センター   3 
センター＋事業場(安衛法)   0 
RI 事業所＋保健管理セ   9 
RI 事業所＋保健管理セ＋事業場(安衛法) 2 
RI 事業所＋センター＋保健管理セ  5 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法)  
その他の部署が単独で管理  10 
それ以外の組み合わせ   9 
 
8.2 ⽅法  
(重複あり) 
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従事者管理システム    18 
紙ベース     58 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 34 
その他      2 

その他内訳: RI作業に従事できるか否かは従事者管理システムで管理、健康診
断の情報は、保健センターと RI センターが管理, 他の特殊健康診断も含めた
データベース 

 
(パターン別集計) 
システムのみ   4 
紙ベースのみ   21 
Excelのみ   2 
システム＋紙   8 
システム＋Excel   2 
紙＋Excel   25 
システム＋紙＋Excel  4 
その他のみ   1 
紙＋Excel＋その他  0 
紙＋その他   0 
システム＋紙＋Exel＋その他 0 
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9. 全学⼀元管理部署 
なし/無回答  39+4 = 43 
あり   25-2 = 23 
「あり」の場合の具体的な部署名:   
医務室 
技術部 
研究協⼒係 
研究推進課 
放射線管理室 
研究・産学連携課  
安全衛⽣セクション 
放射線総合センター(2) 
環境安全衛⽣管理室 
先進機器共⽤推進部 RIセンター 
⼀元管理はしていない 
アイソトープ研究センター 
アイソトープ総合センター(2) 
環境安全保健機構放射線管理部⾨ 
バイオサイエンス教育研究センター 
放射線・アイソトープ⽀援ユニット 
総務部研究・地域連携課産学・地域連携係 
検診記録のみ安全衛⽣機構が管理、その他はない 
アイソトープ総合センター（全ての情報ではないが） 
研究推進機構研究基盤センター（但し外部被ばくのみ）） 
外部被ばく線量の測定結果をアイソトープ総合センターの EASY というシステ
ムにより全学で⼀元管理している。 
全学的な「放射線安全管理委員会」が設置されたが、情報の集約・管理等につい
ては未だ未整備の段階 
情報の管理は各部局であるが、アイソトープ総合センターが従事者管理システ
ムを管理する形で⼀元管理する形にはなっている。 
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10. 管理⽅法別の従事者数 
教育訓練，被ばく管理，健康診断の各項⽬について，それぞれの管理⽅法(紙ベ
ースか，Excel などのスプレッドシートか，個⼈管理システムか)ごとの対象従
事者数を集計した。 
 
10.1 教育訓練 
(新規) 
システムのみ  372 [⼈] 
紙ベースのみ  1,123 
Excelのみ  1,135 
システム＋紙  1,507 
システム＋Excel  20 
紙＋Excel  3,672 
システム＋紙＋Excel 1,622 
その他   1 
その他内訳: 受講者本⼈ 
(再教育) 
システムのみ  302 [⼈] 
紙ベースのみ  523 
Excelのみ  1,735 
システム＋紙  1,407 
システム＋Excel  20 
紙＋Excel  3,822 
システム＋紙＋Excel 1,572 
その他   71 
その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設の
判断により異なる 
 
10.2 被ばく管理 
(外部被ばく) 
システムのみ  680 [⼈] 
紙ベースのみ  2,320 
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Excelのみ  802 
システム＋紙  2,612 
システム＋Excel  20 
紙＋Excel  2,221 
システム＋紙＋Excel 796 
その他   1 

その他内訳: 受講者本⼈ 
測定業者のシステム利⽤については集計に含めていない。 
 
(内部被ばく) 
システムのみ  510 [⼈] 
紙ベースのみ  2,963 
Excelのみ  1,189 
システム＋紙  1,608 
システム＋Excel  35 
紙＋Excel  2,083 
システム＋紙＋Excel 963 
該当なし  100 
その他  1 

その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設
の判断により異なる 

 
10.3 健康診断 
(健康診断) 
システムのみ  345[⼈] 
紙ベースのみ  2,330 
Excelのみ  30 
システム＋紙  848 
システム＋Excel  329 
紙＋Excel  4,657 
システム＋紙＋Excel 913 
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メールアドレス *

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
以下のアンケートにご協力ください。
・教育訓練
・被ばく管理
・健康診断
の３つのセクションに分かれています。
なお、RI業務従事者(RI規制法)、X線業務従事者(電離則)で扱いが異なる場合や、学生と職員
で扱いが異なるという場合は、回答を複数お寄せください。
また大学全体の状況が不明の場合は所属事業所の状況をご回答ください。

本アンケートの背景については、大学等放射線施設協議会のサイトをご覧下さい。
https://shisetsu.ric.u-tokyo.ac.jp/pdf/presen20200908.pdf

*必須

メールアドレス

大学・事業所名 *

回答を入力

回答者名 *

回答を入力

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

1 / 4 2020/09/23 21:56
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RI業務従事者(RI規制法)とX線業務従事者(電離則)で扱いが異なる場合や、学生と
職員で扱いが異なるという場合は、回答を複数送信して下さい。次の2つの設問で
は、①業務従事者の「属性」(RI規制法か電離則か)②業務従事者の「身分」(職員
か学生か)についてお聞きしていますので、この送信分が対象としている業務従事
者の「属性」と「身分」をここで限定して下さい。

RI業務従事者(RI規制法)

X線業務従事者(電離則)

その他:

職員

学生

その他:

①本アンケート回答に含まれる業務従事者の「属性」は以下のどれにあてはまり
ますか？（複数選択可能）

②本アンケート回答に含まれる業務従事者の「身分」は以下のどれにあてはまり
ますか？（複数選択可能）

学内(あるいは施設)の従事者の概数を教えてください

回答を入力

本アンケートで対象としている学内の事業所数を教えてください
従事者の属性で「RI業務従事者」選んだ方はRI事業所数、「X線業務従事者」を選んだ方はX線発生装置所
有部局数、両方をチェックされた方は両方の和を記載ください。

回答を入力

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

2 / 4 2020/09/23 21:56
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1/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

次へ

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

3 / 4 2020/09/23 21:56
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学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

4 / 4 2020/09/23 21:56
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教育訓練

各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
*必須

学内の初期教育訓練（管理区域に立入る前の最初の教育訓練）の情報はどこで管
理していますか？(複数選択可) *

初期教育訓練の情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

1 / 2 2020/09/23 21:57
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各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

2/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

学内の再教育訓練（定期教育訓練）の情報はどこで管理していますか？(複数選択
可) *

再教育訓練の情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

戻る 次へ

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

2 / 2 2020/09/23 21:57
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被ばく管理

各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

保健管理センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
*必須

従事者の外部被ばくのデータ（個人線量計の結果）はどこで管理していますか？
(複数選択可) *

外部被ばくの情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

1 / 2 2020/09/23 21:57
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各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

保健管理センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

3/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

従事者の内部被ばくのデータはどこで管理していますか？(複数選択可) *

内部被ばくの情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

戻る 次へ

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

2 / 2 2020/09/23 21:57
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健康診断

各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

学内保健管理センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
*必須

従事者の健康診断の記録はどこで管理していますか？(複数選択可) *

健康診断の情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

放射線業務従事者の情報を「全学で」一元管理している部署がある場合は，その
部署名をご記入下さい　(例: 「アイソトープ総合センター」)

回答を入力

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

1 / 2 2020/09/23 21:58
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回答のコピーが指定したアドレスにメールで送信されます。

4/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

reCAPTCHA
プライバシー利用規約

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

教育訓練・被ばくデータ・健康診断記録の部局間でのやりとりでお困りのことや
ご意見がございましたら記載ください。

回答を入力

戻る 送信

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

2 / 2 2020/09/23 21:58
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学内の放射線業務従事者情報管理体制
に関するアンケート

(集計中)
実施者: 大学等放射線施設協議会
期間: 2020年9月～
回答: 55機関(大学)，68事業所 (11月時点)

教育訓練，被ばく管理，健康診断について，それぞれ学
内のどの部署が管理しているか，また管理の方法(従事者
管理システムを導入しているのか紙ベースなのか)につい
て聞いた。

1. 学内で一元管理を行って
いる部署があるか？[%]

2. 管理部署(重複を含む) [%]

学内で業務従事者の一元管理を行っていないという回答が
2/3であった。1/3の事業所では学内一元管理体制があるもの
の，事業所(事業場)ごとの管理も併用している例があった。

ある
34 ない

66
アイソトープ
総合センター

5324

13
10事業場

(労安法)

その他

事業所
(RI規制法)
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3. 管理の方法(重複を含む) [%]

管理の方法(メディア)としては紙ベースが半分近くあり，
Excel等のスプレッドシートを合わせると8割近くに達した。
従事者管理システムの導入は2割程度であった。

20

47

30

従事者管理
システム

紙ベース

Excel等の
スプレッド
シート

その他(3)

4. 困りごと等(自由記載欄) (抜粋)

「従事者一元管理システムがあるので、部局間のやり取りに
は支障を感じていない。しかしながら、他大学・他機関との
やり取りにおいて、必要としている健康診断の項目が異なっ
ていたため利用者に再度の健康診断を受診してもらった事が
あります」

「被ばく歴証明書等の様式が事業所によって異なる。一元管
理している部署がないため、その都度電話連絡して紙媒体で
情報をやり取りするなどの手間が生じている。外部施設利用
者について、他事業所とのやり取りで法改正後再教育訓練の
安全取扱の詳細（密封、非密封、発生装置毎の時間数等）ま
で求めている施設もあり、様式が異なる」
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まとめ

学内における従事者管理は，事業所(事業場)単位で行われてい
ることが多く，管理項目や様式が違うことから情報のやりと
りに手間がかかっている。
多くの事業所で紙ベースやExcel等で管理していることから，
業務負担も大きいと予想される。
一元管理することで管理と情報共有に係るコストの低減が期
待できる。
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